
最
優
秀
賞
　
村
上
　
敏
子
（
一
般
）

　
　
ご
み
減
量
　皆
で
実
践
　ク
リ
ー
ン
な
和
木
町

優
秀
賞
　
村
上
　
哲
生
（
一
般
）

　
　
ご
み
出
し
は
　キ
チ
ン
と
分
別
　守
ろ
う
ル
ー
ル

平
成
2
8
年

平
成
2
8
年

3
ト
ピ
ッ
ク
ス

岩
国
錦
帯
橋
空
港
 ３
月
２
７
日
㈰
か
ら
沖
縄
線
新
規
就
航
…
…
裏
表
紙

516
516

優秀賞：松下　歩佳（中２）

優秀賞：松並　陵（中２）

最優秀賞：森脇雲奏唄（小３）

入
選
し
た
作
品
は
、
図
書
館
に
３
月
８
日（
火
）ま
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）



ま
ち
の
話
題

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
彰

ま
ち
の
話
題

和
木
中
学
校
職
場
体
験
学
習

ま
ち
の
話
題

藻
谷
浩
介
氏
講
演
会

　

山
口
県
庁
で
社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
共
同
募
金
運
動
奉
仕

功
労
団
体
）
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
和
木
町

婦
人
会
（
藤
本
亮
恵
会
長
）
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

和
木
町
婦
人
会
は
、「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
奉
仕
活
動
」
を
昭
和
42
年
か
ら
継
続
し
て

お
り
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
炊
き
出

し
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
た
。 
 

 

　

こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

1
月
26
日
か
ら
28
日
の
3
日
間
、
和
木
中

学
校
2
年
生
の
生
徒
が
、「
職
場
体
験
を
通

し
て
、職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る

人
間
関
係
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
、
和
木

町
及
び
近
隣
市
の
消
防
署
や
老
人
ホ
ー
ム
、

新
聞
社
な
ど
で
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

役
場
の
体
験
学
習
で
は
岩
本
来
実
さ
ん
と

村
岡
直
央
君
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま
し

た
。
サ
ロ
ン
で
は
、
血
圧
測
定
の
お
手
伝
い

や
、
認
知
機
能
向
上
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶

話
会
で
は
普
段
馴
染
み
の
な
い
栗
き
ん
と
ん

を
食
べ
な
が
ら
、
職
場
体
験
の
こ
と
や
普
段

の
学
校
生
活
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
も

「
中
学
生
と
話
す
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

岩
本
来
実
さ
ん

　

最
初
は
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
色
々
な
こ
と
を
質
問

し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

話
す
こ
と
が
で
き
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
和
木
町
の
小
学
生
と
中
学
生
が
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
と
茶
話
会
で
聞
い
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
今
以
上
に
あ
い
さ
つ
を
す

る
学
校
を
作
り
た
い
で
す
。

村
岡
直
央
君

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に
う
ま
く
で

き
な
い
と
き
も
、
笑
っ
て
「
い
い
よ
！
い
い

よ
！
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
話
し
て
い
く

中
で
場
の
雰
囲
気
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
職
場
体
験
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

2
月
7
日
、
文
化
会
館
で
藻
谷
浩
介
氏
の

「
こ
れ
か
ら
の
和
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
と
里

山
資
本
主
義
」
の
講
演
が
開
催
さ
れ
、
約

3
5
0
人
が
講
演
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

藻
谷
氏
は
山
口
県
周
南
市
（
旧
徳
山
市
）

出
身
で
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
主
席

研
究
員
と
し
て
全
国
の
市
町
村
で
講
演
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
全
国
の
自
治
体
の
年

齢
階
層
別
人
口
の
増
減
や
子
ど
も
一
人
当
た

り
の
現
役
世
代
数
を
和
木
町
と
比
較
し
、
和

木
町
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
か
ら

行
っ
て
い
く
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。藻
谷
氏
の
分
析
や
問
題
提
起
に
、

会
場
で
は
終
始
ど
よ
め
き
や
感
嘆
の
声
が
お

き
て
い
ま
し
た
。

な　

お

く
る 

み

職
場
体
験
の
感
想
に
つ
い
て

ふれあいサロンでのレクリエーション

講演の様子

職場体験で学んだことを発表する２人

和
木
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん

1



ま
ち
の
話
題

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、
そ
れ
ま
で

幕
末
政
局
の
中
心
に
あ
っ
た
長
州
藩
の
立
場
が

一
転
す
る
事
件
が
お
こ
り
ま
す
。「
八
月
十
八

日
の
政
変
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
会
津
藩
や

薩
摩
藩
な
ど
が
手
を
結
び
朝
廷
内
に
働
き
掛
け

長
州
藩
を
京
都
か
ら
追
い
や
る
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
し
た
の
で
す
。

　
長
州
藩
も
関
白
鷹
司
輔
熈
ら
に
周
旋
を
願
い

出
ま
す
が
結
局
そ
れ
は
覆
ら
ず
、
約
二
千
人
の

長
州
兵
と
攘
夷
派
の
公
家
七
人
（
七
卿
）
ら
は

京
都
を
撤
収
し
長
州
へ
と
下
向
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
の
原
因
は
幕
府
の
意
向
を
無
視
し
て

関
門
海
峡
で
外
国
船
を
砲
撃
し
た
こ
と
に
対
し

長
州
藩
が
謝
罪
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い

わ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
長
州
藩
と
幕
府
と
の
関
係

が
急
速
に
悪
化
し
ま
す
。

　
一
方
こ
の
政
変
以
後
、
長
州
藩
内
で
は
こ
の

時
局
を
打
破
す
る
た
め
に
軍
勢
を
擁
し
て
再
び

京
都
に
押
し
登
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
た
の
が
岩
国
藩
主
吉
川

経
幹
で
す
。
彼
は
長
州
藩
の
穏
便
な
入
京
は
難

し
い
と
考
え
藩
主
敬
親
へ
上
京
す
る
べ
き
で
は

な
い
と
強
く
訴
え
ま
し
た
が
、「
池
田
屋
事
件
」

な
ど
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
意
見
は
受
け

入
れ
ら
れ
ず
京
都
へ
の
派
兵
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

経
幹
は
敬
親
の
世
子
元
徳
と
同
道
し
入
京
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
も
経
幹
の
憂
慮
は
、
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
元
治
元
年（
一
八
六
四
）

七
月
十
八
日
、
先
発
部
隊
と
し
て
既
に
入
京
し

て
い
た
長
州
藩
兵
が
暴
走
し
御
所
に
押
し
か
け

禁
裏
警
衛
の
薩
摩
兵
や
会
津
藩
兵
等
と
戦
闘
に

至
っ
た
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
禁
門
の
変
が
起
き

て
し
ま
い
ま
す
。
戦
い
は
方
々
で
長
州
藩
兵
は

敗
れ
国
元
へ
敗
走
を
は
じ
め
ま
す
。

　
七
月
十
五
日
、
岩
国
を
出
帆
し
京
都
を
目
指

し
て
い
た
経
幹
の
船
が
同
二
十
一
日
岡
山
水
島

灘
に
さ
し
か
か
っ
た
時
そ
の
報
せ
を
知
り
岩
国

へ
と
引
き
揚
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
事
件
に
よ
り
長
州
藩
は
朝
敵
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
幕
府
か
ら
長
州
征
討

令
が
発
せ
ら
れ
、
藩
主
父
子
並
び
に
支
藩
主
は

官
位
を
剥
奪
さ
れ
、
在
外
公
館
の
江
戸
屋
敷
や

大
坂
蔵
屋
敷
等
も
す
べ
て
接
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
州
征
討
令
に
よ
り
長
州
は
、
幕
府
は
勿
論

全
国
の
大
名
諸
侯
を
敵
に
回
す
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。
こ
の
危
機
的
状
況
を
ど
の
よ
う
な
形

で
対
処
し
た
か
次
回
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

四
境
戦
争
︵
芸
州
口
の
戦
い
︶
か
ら
一
五
〇
年

禁
門
の
変
と
長
州
藩

和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

正
中
克
磨

連
載
第
三
回
（
全
六
回
）

た
か
つ
か
さ
す
け
ひ
ろ

き
っ
か
わ

つ
ね
ま
さ

た
か
ち
か

も
と
の
り

き
ん 

り  

け
い
え
い

　
2
月
16
日
・
17
日
、幼
稚
園
年
少
組
の
「
親

子
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
達
が
日
頃
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
表
現

活
動
を
披
露
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
ふ
れ

あ
い
タ
イ
ム
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
親

子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

微
笑
ま
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

きりん組 うさぎ組

ひよこ組

ぱんだ組

『はっちの家』情報

●手作りピザ販売
●やまももソフトクリーム販売
●特産品販売コーナー
　（瀬戸の黒麺、竹炭等）
●生花・野菜・雑貨販売コーナー　など

やまももの里「はっちの家」
日　時　３月 19日（土）１０時～
　　　　土・日・祝のみ営業
※５月は平日も営業します。

蜂ヶ峯総合公園
花情報

３月下旬～　桜
５月初旬～　つつじ
５月中旬～　バラ

2



456

　２月４日、和木小学校で「就学時子育て支援講座」
が開催されました。
　この講座は、和木小学校の入学説明会に合わせ、新
入生の保護者や子育て支援に興味関心のある地域住民
を対象に毎年行っている講座で、今年は約９０人の参
加がありました。
　今年は、親業シニアインストラクターの三上かおり
先生をお招きし、「親子の絆を深めるコミュニケーショ
ン～心がつながる聞き方、伝え方～」と題して、ご講
話いただきました。
　三上先生は、「自分や相手を変えるのではなく、コ
ミュニケーションの方法を変える」「『相手を理解しよ
う、自分を理解してもらおう』という気持ちで接する」
など、小学校入学を前にした親としての心構えや親子
の対話の仕方について話されました。

就学時子育て支援講座

　今年は、長州軍が幕府軍を破り、明治維新のきっ
かけになったともいえる「四境戦争　芸州口の戦
い」から１５０年にあたります。和木を戦場とし
て行われた芸州口の戦いや和木町の成り立ちにつ
いて学びながら、町内を散歩してみませんか？
日時　４月１６日（土）
　　　４月２３日（土）
　　　いずれも９時～１２時
場所　文化会館（集合、座学）
　　　和木町内
　　　（徒歩または公用車で移動）
講師　正中　克磨氏
　　　（和木町文化財保護審議会会長）
※詳細についてのチラシを、文化会館及び総合コ
ミュニティセンターに置いています。
問　教育委員会（☎５３－３１２３）

大人の歴史教室
　２月１５日、文化会館において文化財保護審議会（正中
克磨会長）が開催され、今年度の文化財関連事業と来年
度の予定についての報告が行われました。

文化財保護審議会

3



図書館からのお知らせ

３月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26

27 28 29 30 31

7
14

22 2521 23 24
17

5

■に白字は図書館休館日

開館時間
平日▶９時 30分～ 18時 15分
　　　　（貸出は 18時まで）
土日▶９時 30分～ 17時
　　　　（貸出は 16時 45分まで）
お問い合わせ

http://www.waki-toshokan.jp/index.html
TEL：54－0222  FAX：54－0278

■ GEEKSTER ‐秋葉原署捜査一係 九重祐子（大倉 崇裕著）
　秋葉原署捜査一係に着任した九重祐子は連続傷害事件を捜査中、悪党に制裁を
下す闇のヒーロー〈ギークスター〉と出遭い…。この街を救うのは女性刑事か、
それともダークヒーローか!?

■ 絶筆（野坂 昭如著）
　2003年、脳梗塞で倒れた野坂昭如。だがその後も夫人の手を借りての口述筆記
で作家活動を続行。日記という作品に魂を傾注していった-。急逝のわずか数時間
前まで取り組んだ10年以上に及ぶ日記を収録。エッセイ選も附す。

■ パパ（岡部えつ著）
　気ままなお嬢様にしか見えなかった。彼女の傷の深さを知るまでは-。奈子は
仕事を辞めて訪れたニューヨークで美波と出会い、ルームシェアすることに。し
かし、すべて「気分」によって行動する彼女に振り回され…。

図書館ニュース
利用者カードを持って図書館へお越しください。

新しく入荷しました
３月のおはなし会

19 日（土）10時 30分～

「もう読まないけれど捨てるのも面倒…」
「捨てるのはもったいないけれど、だれか読んでくれたらうれしいなっ」

…といった方、ご自宅に眠っている本がありましたら、ぜひ図書館へお持ちください。
　小説だけでなく、漫画（コミック）の寄贈もお受けいたしますので、ご遠慮なく
図書館までお持ちください。
　なお、著しく破損している場合、または美術全集・図鑑・事典（辞典）・辞書・雑誌
については寄贈の対象となりません。
　また、寄贈後の資料の取扱いについては図書館で判断させていただきますので、あ
らかじめご了承ください。

ゆびとまで、「僕も私も本を読んでみたい！」「みんなに

本を読んで聞かせたい！」って思っている人を募集しています。

ぜひ、参加してみませんか？

　毎月第３土曜日に「おはなし会」を開催していますので、
ぜひ、聞きに来てくださいね。お待ちしていますよ。

あなたも

おはなし会
で

本を読んで
みませんか？

■ 思い出のマーニー　
■ ルパン三世
　－カリオストロの城－

■ FUNKY MONKEY BABYS 10th Anniversary Best “YELL”
　　　　　　　　　　/ＦＵＮＫＹ　ＭＯＮＫＥＹ　ＢＡＢＹＳ
■ Ｋｉ・ｍｉ・ｎｉ・ｍｕ・ｃｈｕ/ＥＸＩＬＥ 
■  ba l l ad  co l lec t ion /ｍｉｗａ  
■ 遊情ＢＥＳＴ/遊助　　■ ＴＨＥ　ＬＡＳＴ/スガシカオ
■  Ｗｉｎｔｅｒ　ｄｉａｒｙ/浜崎あゆみ
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４月から課税世帯の方の入院時食事療養費が
引き上げられます

被保険者証を郵送します

国保被保険者の方へ

国民年金について

　４月から、一般所得の方の入院時食事療養費及
び入院時生活療養費が現在の２６０円から３６０円
に引き上げられます。これは、入院と在宅療養の
公平を図る観点から改正されるものです。
※引き上げ対象者のうち、指定難病、小児慢性特
定疾病の方については負担額を据え置きます。
※平成２８年４月１日において、既に１年を超え
て精神病床に入院している方の負担額は経過措
置として据え置きます。
※低所得（非課税）の方は変更ありません。

　４月以降にご使用いただく国民健康保険被保険
者証を、3月下旬に郵送でお届けします。
　なお、保険料を滞納されている世帯の方には、
お送りできない場合がありますので、お早目の納
付、納付相談をお願いします。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

福祉タクシーチケットの申請・更新について

高齢者福祉タクシー
　高齢者の方が、①病院への通院及び入退院　②施設へ
の通所及び入退所にタクシーを利用する場合、基本料金
の額を助成する制度です。
利用できる方　町内に一年以上居住する方で、高齢者実
態調査等により下記に該当する方
　○ ６５歳以上で寝たきり状態の方
　○ ７０歳以上でひとり暮らし、またはひとり暮らしに
　　 近い状態にある方
　○ ７５歳以上の方のみで構成される世帯の世帯主
心身障害者福祉タクシー
　心身に障害をおもちの方がタクシーを利用する場合、
料金の一部を助成する制度です。
利用できる方　町内に住所を有する方で、下記に該当す
る方
　○ １級から３級までの身体障害者手帳の交付を受け
　　 ている方
　○ 療育手帳（Ａ・Ｂ）の交付を受けている方
　○ 国民年金法別表に規定する精神の障害を有する方

利用の申請
　平成２８年度分の交付申請は３月２５日（金）から受け
付けます。印鑑と旧割引証（現在交付を受けている方）
をお持ちのうえ、保健福祉課福祉・医療係にお越しくだ
さい。
　なお、高齢者福祉タクシー、心身障害者福祉タクシー
ともに利用できる範囲は和木町内、岩国市内、大竹市内
までで、利用できるタクシーは芸防地区タクシー協会に
加入しているタクシー会社です。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

ハンセン病の補償金について
対象　過去にハンセン病にかかったことがある方
（すでに亡くなられた方、療養所に入所したこと
がない方も対象となります。）
期限　３月３１日㈭
問　公益財団法人　沖縄県ゆうな協会

（☎０９８－８３２－９５２８）

国民年金の任意加入制度
　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳から６０歳になるまでの４０年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が４０年間に満たない場合は、６０歳から６５歳
になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることにより、満額に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として２５年以上必
要となりますが、この要件を満たしていない場合は、７０歳になるまで任意加入することができます。（ただし、
昭和４０年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。
国民年金保険料は口座振替がお得です！
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け、納め
忘れをすることもなくなり、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々５０円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関
または年金事務所へお申し出ください。
問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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　町では、平成２８年度の臨時職員登録者を募集します。
応募条件　平成２８年３月３１日現在５９歳までの人
職　　種　一般事務
業務内容　事務の補助等
登録期間　４月１日～平成２９年３月３１日
※臨時の職が生じた場合、必要に応じて登録者の中から選考

し、期間を定めて採用します。（臨時の職がない場合は、採
用はありません。）

応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）を記入し、
企画総務課に提出してください。
勤務時間　８時３０分～１７時１５分（週３日程度）
賃　　金　５，８００円 / 日
※勤務時間、賃金とも、勤務内容により変更があります。
問　企画総務課庶務係（☎５２－２１３６）

平成２８年度町臨時職員登録者

　元気で長生き！を目標に、みんなで体操や認知症予防ゲー
ムなどをしませんか？
対象　概ね６５歳以上の方

《各教室の場所および日時》
●保健相談センター（午前）
　毎週火曜日　９時３０分～１１時３０分
●保健相談センター（午後）
　毎週火曜日　１３時３０分～１５時３０分
●和木４丁目第２集会所
　毎週火曜日　９時３０分～１１時３０分
●関ヶ浜分館
　毎週月曜日　９時～１０時 ( 体操のみ )
●関ヶ浜 2 丁目集会所
　毎週月曜日　9 時３０分～１０時３０分（体操のみ）
●瀬田２丁目集会所
　毎週月曜日　９時３０分～１１時３０分
●保健相談センター（いきいき教室自主活動）
　隔週月曜日　１３時３０分～１５時
年額保険料　１，２００円（６５歳以上）
　　　　　　１，８５０円（６４歳以下）
申込み　年額保険料を添えて地域包括支援センターへ
募集期限　3 月１１日（金）
問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

平成２８年度『転ばぬ先のちえ教室他』参加者

募集人員　１名（和木町在住者）
勤務内容　図書司書業務
勤務場所　和木小学校及び和木中学校（週５日）
勤務時間　８時３０分～１６時３０分まで（週５日）
採用予定日　５月 2 日㈪
賃　　金　５，８００円／日
資　　格　図書司書資格所有者
応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、教育委員会
に提出してください。
募集期限　３月３１日（木）
問　教育委員会（☎５３－３１２３）※面接日は後日連絡します。

 支援員　
勤務内容　児童の遊びや学習習慣の支援
募集人数　１名
採用期間　４月１日から１年間　※雇用は６ヶ月更新
勤務時間 （平日）１４時～１８時　（土曜日）８時～１７時
※授業が早く終わる日や長期休業日は、それに合わせ
た勤務となります。また、土曜日は隔週勤務の予定です。
賃金・賞与　１１３，４００円 / 月・２，８ヶ月
　　　　　　※他、手当てあり。
保　　険　社会保険・雇用保険・厚生年金保険を適用
応募資格　保育士・社会福祉士・幼小中高等学校の教
員免許を有する方等
募集期限　３月１８日（金）

 補助員
勤務場所　放課後児童クラブ（和木小学校敷地内）
勤務時間　１４時～１８時（長期休業等は長くなります。）
賃　　金　資格のある方　９００円／時間
　　　　　資格のない方　８５０円／時間
　　　　　※資格とは、保育士、幼稚園・小学校教諭など
そ の 他　運営状況により出勤をお願いいしますので、
雇用がない場合もあります。

 共　通
応募方法　市販の履歴書に必要事項（顔写真貼付）を
記入し、住民サービス課に提出してください。
※有資格者は資格証明書の写しを添付
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

募集人数　各１名
勤 務 日　①平日２時間勤務（月を除く）
　　　　　②土曜日及び日曜日　
　　　　　※臨時的に平日勤務をお願いする場合あり。
勤務時間　①１６時１５分～１８時１５分
　　　　　②８時３０分～１７時
賃　　金　①１日　１，４７０円
　　　　　②１日　６，２００円
任用期間　４月１日から６ヶ月間
　　　　　※延長の場合あり、
採用条件　①特になし
　　　　　②図書館司書資格を有する者を優先する。
募集期限　３月１８日（金）必着
応 募 先　 総合コミュニティセンター事務室
応募方法　市販の履歴書に記入し、提出。図書館司書の

資格を有する者は、資格書の写しを添付する
こと。

決定方法　面接、ただし、応募多数の場合は書類審査あり。
問　総合コミュニティセンター
　　（☎５２－２１９１）

募集

放課後児童クラブ（わきっこクラブ）
支援員・補助員

和木町立図書館臨時職員 学校図書室司書臨時職員
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３月の行事（わくわくタイム）
 ３日（木）お話会
１０日（木）親子エコ教室
１７日（木）発育測定
２４日（木）缶バッチ作り

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として
開放しています。
日時　毎週木曜日　利用時間が変わりました !!
　　　１０時～１５時　→　９時～１６時
　　　　わくわくタイム　　１１時頃から
　　（わくわくタイムを実施しない日もあります）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

わくわくルーム

３月の行事（うきうきタイム）
　　４日（金）発育測定（来所順）
　１１日（金）作ってあそぼ
　         （工作は24年度生のみ）
　１８日（金）誕生日会

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　９時３０分～１２時
　　　※３月１９日㈯～４月７日㈭はお休みです

対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

　４月からの入園・入学に備えて、
　必要な予防接種をすませ、病気を
　未然に防ぎましょう。

　定期接種・予防接種は、予防接種法にそった対象
年齢を超えると、接種費用は自己負担となります。
　 （1回の接種で 6千円～ 1万 5千円程度）

　対象の年齢になったら、早めに受けましょう。

地域子育て支援センターからのお知らせ

子ども予防接種週間

うきうきタイム（保育士による手遊びなど）　
　　　　　　　　　　　　１１時頃～
所庭での外遊び　　　　　１１時３０分頃～

場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　　　　（保育所２階）（☎５３－５５５１）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケー
ションのための場を提供しています。お気軽にご参加下
さい。
日時　３月１５日（火）１０時～１１時３０分
対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内容　室内での遊び・茶話会 ※事前申し込み不要
場所　和木２丁目第３集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　社会福祉協議会
　　　（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

3月1日㈫～7日㈪

　ジカ熱は、アフリカ、中央・南アメリカ、アジア太
平洋地域で発生がありますが、近年は中南米で流行が
拡充しています。
　また、ブラジルにおいて小頭症の新生児が増えてお
り、ジカウィルスとの関連が示唆されています。

　【予防策等】
①ジカ熱については、妊婦の方の流行地への渡
航を控えた方がよいとされています。やむを
得ず渡航する場合は、主治医と相談の上で厳
密な防蚊対策を講じることが必要です。
②流行地域では、長袖、長ズボンの着用、蚊の
忌避剤を使用し、蚊にさされないようにしま
しょう。
③特に、蚊が多く発生する夕方から夜間にかけて
外出する場合や、草むらなどに入る場合など
は、蚊に刺されないように注意してください。

問　山口県岩国健康福祉センター（☎２９－１５２１）

ジカ熱等の蚊媒介感染症の
予防について

【主な活動内容】
健康や子育てに関するイベント（随時）・広報
対象者　和木町在住の方（性別、年齢を問いません）
募集人員　若干名
任期　平成２９年３月３１日まで
応募方法　３月１８日（金）
までに保健相談センターに
お申し出ください。
問　保健相談センター
　　（☎５２－７２９０）

和木町母子保健推進員を募集！
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女性の健康週間
か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

問合せ・申込先

保健相談センター
（☎52-7290）

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　健康のためにできること……まずは、
自分のからだを知ることです！
　今回は、体組成測定です。
日時　３月７日（月）１０時～１５時
対象　一般の方
内容　体組成測定
　　　部位別の筋肉量、脂肪量等を測定します。
　　　裸足で測定します。
場所　保健相談センター　※申込不要

３月は 自殺対策強化月間 です３月は 自殺対策強化月間 です

●作り方
①下準備
豚肉…塩・こしょうで下味をつける。
れんこん…１人２枚になるように輪切りにし、
水にさらす。水けをきる。
②豚肉でれんこんを巻く
豚肉でれんこんを巻く。小麦粉をはたいて溶き卵をつける。
③焼く
テフロン加工のフライパンに油をしき加熱する。②の巻き終わりを下にして、入れる。
３分程度中火で焼き、ふたをする。反対側も同様に焼く。仕上げにしょうゆをからめる。
　

一人分エネルギー　102キロカロリー

れんこんの豚肉巻き
（材料４人分）

3月

豚もも肉（薄切り）…１００ｇ　　　
塩…………………小さじ1/6
こしょう…………………少々
れんこん……………１００ｇ
小麦粉………………大さじ２
卵……………………L玉１個
油……………………小さじ２
しょうゆ……………小さじ１

 れんこんもやわらかく豚肉と卵としょうゆで甘辛くごはんもおいしくいただけます。  （和木町食生活改善推進協議会 ６班）

元気アップ教室

日時　3月１１日（金）  １３時３０分～１５時
内容　更年期症状対策の簡単な運動
準備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　タオル・飲み物
申込期限　3月 9日（水）（定員１５名）

　メノポーズとは、更年期のことです。ソフト
な運動により、不快な症状の予防やリラクゼー
ションの効果があります。冷え性の改善にもぴ
ったり。どなたでも取り組める運動です。

メノポーズ ケア編

場所･申　保健相談センター（☎５２－７２９０）

　女性はホルモンバランス
により、さまざまな症状が
出ることがあります。気に
なる症状を相談できるかか
りつけの婦人科をもつこ
と、定期的な
健診を受ける
ことをお勧め
します。

女性の健康週間
3月1日㈫～8日㈫

　寄りそう、支えあう、つながりあうことが
大切です。
　あなたを必要としている人がいます。
　
　気づき　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
　傾　聴　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
　つなぎ　早めに専門家に相談するよう促す
　見守り　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

平成28年度 和木町健診・がん検診の申込書を４月上旬に世帯別に配布します

献血バスがやってきます
献血は、患者さんの声明を守る愛の活動です。
多くの皆様のご協力をお待ちしています。
日時　3月２８日（月）
　　　１０時～１２時
　　　１３時～１５時３０分
場所　保健相談センター　
問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
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援
助
費
交
付
申
請
に
つ
い
て

各
種
お
知
ら
せ

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時 

3
月
15
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
所 

文
化
会
館　
　

2
階
商
工
指
導
室

問 
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

　
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

会
員
募
集 

和
木
町
に
住
む
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
で
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る

健
康
な
方
。

※
入
会
に
は
年
会
費
4
，
0
0
0
円
（
傷
害

･
損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

仕
事
内
容

・
公
園
の
草
抜
き
・
草
刈
・
植
木
剪
定
な
ど

・
家
庭
の
草
刈
、
植
木
剪
定
及
び
竹
木
の
伐

採
な
ど

・
美
術
館
の
受
付
業
務
な
ど

・
事
務
所
・
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど

お
仕
事
承
り 

申
込
み
は
電
話
で
も
可
能
で

す
。
仕
事
の
内
容
・
条
件
等
に
つ
い
て
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福
祉

会
館
内
）（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

3
月
18
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

3
月
24
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

 　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

 　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

3
月
17
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

日
時 

4
月
2
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号　
　

（
0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1
）

内
容 

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の
相
続

問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
や

お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、

問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。 

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、
回
線
が

繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
相
談
会
の
内
容
や

企
画
趣
旨
に
関
す
る
当
日
ま
で
の
お
問
い
合        

わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問 

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

木
村

（
☎
0
8
3
4
ー
34
ー
5
6
7
0
）

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
方
、
ま
た
は
建

設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方
で
、
そ

の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
方

に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に
対
す
る
利
子
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
、
町
が
補
助
す

る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
要
件

　

建
物
の
所
有
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
人

の
居
住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

※
借
家
と
し
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
対
象
外

で
す
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間

　

新
築
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
し
た

費
用
（
土
地
代
金
を
除
く
）
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
60
ヶ
月
間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

居
住
開
始
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に
、
必
要
書

類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課
に
申
請
し
て

下
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7　

内
線
4
1
1
）

　

平
成
28
年
度
就
学
援
助
費
交
付
申
請
は
、

平
成
28
年
4
月
か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
広
報
4
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
、
就
学
援
助
費
交
付
申

請
書
へ
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

記
入
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
申
請
さ
れ
る

予
定
の
方
は
、
ご
家
族
全
員
の
個
人
番
号
を

把
握
さ
れ
る
な
ど
、
ご
準
備
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
番
号
に
係

る
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
の
一
部

な
ど
必
要
な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

問 

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

 　

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

 

個
人
番
号
に
係
る
手
続
き
に
つ
い
て

　

 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

9



危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
準
備
講
習

警

察
・
自

衛

隊

合
同
業
務
説
明
会

「
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
」

携
帯
会
社
等
を
装
っ
た
勧
誘
に
注
意

山
火
事
注
意
!

山
口
県
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
募
集

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

国
税
専
門
官
募
集

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
�
だ
よ
り

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
�
だ
よ
り

　

２
月
15
日
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、
認
知

症
予
防
・
改
善
ゲ
ー
ム
と
い
き
い
き
教
室
の
体

操
を
し
ま
し
た
。
毎
回
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
が
、
認
知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
、
悩
み

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
個
室
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♪
認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

認
知
症
の
人
、
介
護
を
し
て
い
る
人

話
し
相
手
が
欲
し
い
人
等
・
・
・
一
緒
に
わ

き
あ
い
あ
い
と
、
お
茶
の
時
間
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。♪

【
次
回
の
ご
案
内
】

日
時 

3
月
14
日
㈪　

13
時
30
分
〜
15
時
（
時
間

内　

出
入
り
自
由
）

場
所 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

参
加
費 

2
0
0
円

（
飲
み
物
と
お
や
つ
代
）

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

受
験
資
格

①
昭
和
61
年
4
月
２
日
〜
平
成
7
年
4
月
１

日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
29
年
3
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
。）
ま
た
は
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

4
月
１
日
㈮
〜
4
月
13
日
㈬

専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.h

tm
l郵送

ま
た
は
持
参　
　

4
月
１
日
㈮
〜
4
月
４
日
㈪

第
1
次
試
験
日 

5
月
29
日
㈰

問 

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

〒
7
3
0
ー
8
5
2
1

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
6
ー
30

（
☎
0
8
2
ー
2
2
1
ー
9
2
1
1

内
線
3
6
3
5
・
3
7
4
3
）

対
象 

高
校
生
以
上

日
時 

3
月
6
日
㈰
、
22
日
㈫ 

10
時
〜
16
時

場
所 

3
月
6
日
㈰

 　
　

岩
国
市
民
会
館　

第
3
研
修
室

 　
　

3
月
22
日
㈫

 　
　

岩
国
市
役
所　

3
階　

32
会
議
室

問・
警
　
察　

山
口
県
岩
国
警
察
署　

警
務
課

　

担
当　

神
谷
（
☎
24
ー
0
1
1
0
）

・
自
衛
隊　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

　

岩
国
地
域
事
務
所

担
当　

山
下
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

期
日 

6
月
19
日
㈰

願
書
受
付

電
子
申
請　

4
月
8
日
㈮
〜
4
月
19
日
㈫

書
面
申
請　

4
月
11
日
㈪
〜
4
月
22
日
㈮

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

（
乙
種
第
四
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）

講
習
日

法　

令　
　

 

5
月
24
日
㈫

理
化
学　
　

 

5
月
25
日
㈬

時
間 

9
時
〜
16
時

申
込
手
続

岩
国
地
区
防
災
協
会　

消
防
本
部
予
防
課

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
・
商
工
会
議
所

の
助
言
な
ど
を
受
け
て
経
営
計
画
な
ど
を
作

成
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
販
路
開
拓
に
取

り
組
む
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
例
）
チ
ラ
シ
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
、
商
談
会
へ
の
参
加
、
店
舗
改
装
等

補
助
額 

対
象
経
費
の
2
／
3（

上
限
50
万
円
）

申
込
方
法 

締
切
日
ま
で
に
最
寄
り
の
商
工

会
窓
口
に
「
経
営
計
画
書
」・「
補
助
事
業

計
画
書
」
の
写
し
を
提
出
の
う
え
、「
確

認
書
兼
事
業
支
援
計
画
書
」
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切 

3
月
10
日
㈭

※
締
切
日
ま
で
に
余
裕
を
も
っ
て
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
会
（
☎
53
ー
2
0
6
6
）

（
土
日
祝
日
を
除
く
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

※
小
規
模
事
業
者
と
は
「
製
造
業
そ
の
他
の

業
種
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し

て
営
む
商
工
業
者
（
会
社
お
よ
び
個
人
事

業
主
）」
で
あ
り
、
常
時
使
用
す
る
従
業

員
数
が
20
人
以
下
（
卸
売
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
（
宿
泊
業
、娯
楽
業
を
除
く
）

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営

む
者
に
つ
い
て
は
5
人
以
下
）
の
事
業
者

で
す
。

○
山
火
事
を
防
止
す
る
た
め
に

　

山
火
事
は
例
年
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け

て
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
人
の
火
の
取

扱
い
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め

に
、
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

統
一
標
語

　『
誓
い
ま
す
　
森
の
安
全
　
火
の
始
末
』

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合　

予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

4
月
か
ら
電
力
小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
会
社
と
携
帯
会
社

が
連
携
し
、
電
気
代
が
安
く
な
る
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
伴
い
、
携
帯
会
社
等
を

装
い
、
契
約
変
更
な
ど
を
名
目
に
手
数
料
を

騙
し
取
ろ
う
と
す
る
事
案
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
会
社
の
悪
質

な
勧
誘
も
町
内
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
を
受
け
、
不
安
を
感
じ
た
場
合
や
、

何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
場
合
は
、
企
画
総

務
課
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

日
常
の
買
い
物
を
通
じ
て
食
品
表
示
な
ど

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
だ
く
、「
山
口

県
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

和
木
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

任
期 

委
嘱
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

募
集
人
員 

1
人
（
年
額
一
万
円
以
内
で
謝

礼
を
お
支
払
し
ま
す
）

応
募
期
間 

3
月
22
日
㈫
〜
4
月
14
日
㈭

申
・
問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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バレーボール部

ソフトボール部

期
日 

12
月
19
日 

場
所 

岩
国
市
総
合
体
育
館
・
麻
里
布
小
学

校
体
育
館

結
果 

Ｃ
級　

準
優
勝　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日 

12
月
23
日 

場
所 

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
他

結
果 

Ｃ
級　

準
優
勝　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日 
12
月
27
日 

場
所 
室
積
小
学
校
他

結
果 
Ｂ
級　

準
優
勝　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日 

1
月
16
日 

場
所 

大
和
運
動
公
園
体
育
館

結
果 

Ａ
級　

3
位　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日　

1
月
10
日 

場
所　

玖
珂
総
合
公
園

結
果　

準
優
勝　
　

サ
ッ
カ
ー
部

　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
、
3
月
26
日
㈯
か
ら
京
都
府
宇
治

市
で
開
催
さ
れ
る
第
9
回
全
国
小
学
生
春

季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
相
手
に
挑
む
選
手
た

ち
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

　

昨
秋
行
わ
れ
た
県
予
選
で
は
、
惜
し
く

も
決
勝
で
敗
れ
涙
を
流
し
ま
し
た
が
、
山

口
県
に
2
つ
の
枠
が
用
意
さ
れ
、
創
部
25

年
目
で
、
4
回
目
と
な
る
全
国
大
会
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
に
白
球
を
追
う
和
木
っ
子
に

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

麻
里
布
カ
ッ
プ

山
口
市
会
長
杯

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
部
全
国
大
会
へ

光
市
近
郊
大
会

大

和

大

会

　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平
成

28
年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
心
と
身
体

を
形
成
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
場

と
し
て
、
更
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
種
目　

剣
道
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
体
操
・
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
日
本
拳

法募
集
期
間　

3
月
2
日
㈬
〜
22
日
㈫

申
込
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

申
込
方
法　

窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
指
定
の
保
険
料
を
添
え
て
申
し

込
む

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
体
育
セ

ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　

和
木
町
体
育
協
会
で
は
、
平
成
28
年
度

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る
、
も
っ
と
技

術
を
高
め
た
い
人
な
ど
、
気
軽
に
入
会
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
わ
き
3
月
号
の
折
込

（
平
成
28
年
度
入
会
案
内
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集
！

和
木
町
体
育
協
会
会
員
募
集
！

ス
ポ
ー
ツ

第
32
回
岩
国
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
長
杯
争
奪
サ
ッ
カ
ー
大
会（
少
年
の
部
）

　体育センターでは、生涯スポーツ事業の一環として、バドミントンで体力つくりをしてみたい方を対象に体力つ
くり講座を開講いたします。あなたの健康管理と体力増強に体力つくり講座利用してみてはいかがですか？

募集期間　３月２日（水）～３月２２日（火）　　申 込 先　体育センター（☎５２－２８１１）
※開講後、講座生の中から世話役（責任者）を選出していただき、自主運営していただきます。
※原則として講師はいません。講師が必要な場合は講座の中で話し合いをされ、依頼した場合は、講座生が月謝を集め
講師に謝礼を支払っていただきます。

※教材費については、講座開講後、別途お支払いください。また、用具等は、各自でご用意ください
※スポーツ安全保険（保険料１，９００円または１，２５０円／年間）に加入していただきます。申込の際お支払いください。
※日程等は、都合により変更または中止となることがございますのでご了承下さい。

教　室　名

体力つくり講座 自　平成28年4月 2日
至　平成29年3月25日

自     9時30分
至   11時30分一般 土 15名 65歳未満　1,900円

65歳以上　1,250円

対象 曜 定員 保険料時　　間期　　　間

平成28年度 体力つくり講座　受講生募集！
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日　　時　５月５日（木・祝）７時３２分　ＯＵＴ・ＩＮスタート　※開会式はございません　
会　　場　和木ゴルフ倶楽部
募集定員　２００名（５０組）
競技方法　ハーフコンペ形式（午前中９ホールのぺリア方式）
　　　　　＊プレーは１８ホールです。　　　　　　　　　　
等　　賞　競技の特性上、成績表はアウト・イン別に優勝・2位・3位および飛び賞・ニアピン・ドラコン
　　　　　など各賞があります。
表　　彰　プレー終了時にフロント付近に掲示いたします。
　　　　　＊入賞者は、お帰りの際に賞品をお受取りください。
組合せおよびスタート時間　主催者一任（スタート時間希望多数の場合は、抽選といたします）
申込方法　所定の申込書に必要事項記入の上、次の場所で受付いたします。
　　　　　①体育センター　（　５２－９１４９）
　　　　　②和木ゴルフ倶楽部　（　５２－１８０２）
　　　　　③蜂ヶ峯ゴルフガーデン　（　５３－６１４１）
　　　　　※ＦＡＸのみ申込可。
申込期間　３月１４日（月）　～　４月１５日（金）　※定員になり次第締め切ります。
参 加 料　１，５００円 ( プレー費と合わせフロントにて精算させていただきます )　
プレー費　☆ パル･乗用カート・食事付　　１４，７２２円　（諸費、税込）
　　　　　☆ セルフ・乗用カート・食事付 １０，６１８円　（諸費、税込）
　　　　　※ 和木ゴルフ倶楽部正会員は別途会員料金となります。
　　　　　※ 和木町在住の方は、上記料金より１，０８０円割引となります。
問　体育センター（☎５２－２８１１）

第27回  和木町ゴルフ大会開催

　体育センターでは、生涯スポーツ事業の一環として皆さまにいろいろなスポーツにチャレンジしていただこ
うと、下記スポーツ教室を開講いたします。健康管理と体力増強のために、是非スポーツ教室にご参加ください。

募集期間　３月２日（水）　～　３月２２日（火）
申 込 先　体育センター（☎５２－２８１１）
※７月以降、自主的に継続される場合は、別途体育センター使用料並びに使用申請書の提出が必要となりま
すのでご注意ください。
※保険料は、申込書提出時に一緒にお支払いいただき、受付後の返却は一切いたしません。
※教材費は、それぞれの教室によって額が違います。教室開講後、別途お支払いください。
※用具等は、各自でご用意ください。
※日程等は、都合により変更または中止となることがございますのでご了承下さい。
※個人情報は、和木町スポーツ教室の運営に関する業務以外には一切使用致しません。

平成28年度

卓 球

バドミントン

教室名

初心者、
初・中級

初心者、初・中級
（対象は小学生３年以上）

技術等の程度

一般

対象

自 4月 9日
至 6月25日

自 4月 9日
至 6月25日

開講期間 曜

自  9時30分
至 11時30分

自  9時30分
至 11時30分

65歳未満　1,900円
65歳以上　1,250円

65歳未満　1,900円
65歳以上　1,250円

（中学生以下・850円）

定　員

20人程度

20人程度

土

土

定　員 保険料
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和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

　
『
和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
』
と
は
、
認
知
症
の
方
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
と
き
、
地
域
の
協
力
を
得
て
早

く
発
見
・
保
護
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
等
が
外
に
出
て
自
宅
に
戻

れ
な
く
な
る
こ
と
や
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
を
対
象
に
、

情
報
を
事
前
に
登
録
し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
に
家
族
等
の
依
頼
に
よ
り
、
身
体
的
特
徴

や
服
装
な
ど
の
情
報
を
協
力
事
業
者
に
配
信
し

て
、
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

気
に
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
前
登
録
に
つ
い
て

申
請
の
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

申
請
を
す
る
方　

ご
家
族
等

申
請
の
時
に
必
要
な
も
の

・
登
録
対
象
者
の
写
真
（
顔
、
全
身
の
２
枚
）

・
申
請
者
の
印
鑑

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
害

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的

な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を

図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日　

時
▼
3
月
9
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

開催日時　５月11日（水）
※テニスのみ５月13日（金）
会場　維新百年記念公園、やまぐちリフレッ
シュパーク
種目　卓球、テニス、ソフトテニス、ペタン
ク、弓道、剣道、ソフトボール、囲碁、将棋、
健康マージャン
募集期間　３月４日（金）～４月４日（月）
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和32年
４月１日以前に生まれた方）
申・問　保健福祉課（☎52－2195）

競技スポーツ（ゴルフ・マラソン・ボウリング・
ダンススポーツを除く）、囲碁・将棋大会

ゴルフの部

平成28年度  山口健康福祉祭

開催日時　４月27日（水）
会場　柳井カントリー倶楽部（柳井市）
募集期間　３月24日（木）まで
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和32年４月１日
以前に生まれた方。ただし、３名のうち１名以上は70歳
以上とする。）
参加料　１チーム3人　6,000円　※別途プレー料金要
申込み　所定の申込書に参加料を添えて、山口県ゴルフ
協会に直接申込み。（ただし、先着順で定員になり次第締
切。）
問　山口県ゴルフ協会〒754-0014　山口市小郡高砂町２
－10第1原ビル５階（☎083－973－4701）
　　　　　　　　　（　083－973－4702）

開催日時　６月４日（土）
会場　維新百年記念公園（山口市）
募集期間　３月８日（火）～５月７日（土）
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和32年
４月１日以前に生まれた方。）
参加料　１種目4,200円、２種目5,200円
申込み　所定の申込書に参加料を添えて、山口
マスターズ陸上競技連盟に直接申込み。
問　山口県マスターズ陸上競技連盟
〒758-0025　萩市土原1区184　斉藤忠彦 方
（☎・　0838－22－3875）

ボウリングの部マラソンの部
開催日時　５月22日（日）
会場　ボウリングの森（山口市）
募集期間　３月22日（火）～４月22日（金）
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和32年４月１日
以前に生まれた方。）
参加料　3,200円
申込み　所定の申込書で、山口県ボウリング連盟に直接
申込み。
問　山口県ボウリング連盟　〒753-0066　山口市泉町9
－38　ハイツ堀本306（☎083－924－7670）　
　　　　　　　　　（　083－928－6260）

ダンススポーツの部
開催日時　４月24日（日）
会場　キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター（周
南市）
募集期間　３月24日（木）まで
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和32年４月１日
以前に生まれた方。）
参加料　無料
申込み　所定の申込書で、ＪＤＳＦ山口大会事務局に直
接申込み。
問　山口県ダンススポーツ連盟（☎0834－34－9818）

開催日時　６月18日（土）～６月20日（月）
会場　防府市地域交流センター（アスピラー
ト）
作品部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
募集期間　３月22日（火）～４月22日（金）
出品条件　県内在住の60歳以上（昭和32年４月
１日以前に生まれた方）のアマチュアの方が創
作した未発表作品とし、出品数は１人１点（複
数部門への出品不可）
申・問　保健福祉課（☎52－2195）

美術展

こ
ち
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
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問　住民サービス課　（☎５２－２１９４）

めんどうな生ごみも減量化機器を「お得」に購入して「簡単処理」

　和木町と和木町快適環境まちづくり町民会議の事業には、家庭から出る生ごみ減量化のため、各種
のごみ減量化機器への「補助金制度」や機器を安価に販売していますので、その概要をご紹介します。
いずれも和木町民の方のみご利用できます。
　長期的にみればごみ袋購入費の節約につながります！

家庭用電気式生ごみ処理機補助金（和木町事業）

「家庭用電気式生ごみ処理機」の購入費用の一部を補助します。
【補助金額】
購入金額の１／２（ただし、限度額２５，０００円）
１世帯につき１機まで

【補助申請】
購入前に住民サービス課に申請書を提出する必要があります。

家庭用ごみ減量化機器などを安価に販売（町民会議事業）

住民サービス課窓口で各種機器を市販価格よりもお求めやすく販売しております。

初期用（温度計、防虫ネット付）１台８００円
通常用　　　　　　　　　　　　１台５００円

ダンボールコンポスト

１５リットル用　　　　　　１台１，０００円

EM処理容器

一般家庭用１３０型（小型）１台２，５００円
多量ごみ用２３０型（大型）１台３，９００円

コンポスター

◎最も安価で手軽。ランニングコストもほとんどなし！！
　生ごみを投入したら必ずかきまぜる必要あり。

◎畑を持っている方に適しています。

◎畑やガーデニングのたい肥を作りたい方におすすめ
◎密閉式容器なので虫が発生しにくく、室内ＯＫ！
　定期的にぼかしを購入する必要あり。
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

和

木

短

歌

会

和

木

俳

句

教

室

霜
月
の
大
野
の
浦
は
霧
深
く

カ
キ
積
む
船
の
舷
灯
う
る
む

陽
だ
ま
り
に
寄
り
集
ま
り
て
冬
枯
れ
の

葉
っ
ぱ
か
さ
こ
そ
語
る
が
ご
と
し

流
れ
ゆ
く
窓
外
の
雲
伏
し
て
見
る

返
り
見
よ
う
と
人
生
の
旅

小
夜
ふ
け
て
降
る
雨
雪
に
変
わ
り
し
か

過
ぎ
行
く
車
固
き
音
す
る

粘
土
よ
り
や
わ
ら
か
き
手
に
ま
る
め
ら
れ

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
目
と
鼻
が
つ
く

陽
の
ぬ
く
み
ほ
の
か
に
の
こ
る
畑
隅
に

春
の
使
者
な
る
蕗
の
と
う
摘
む

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

森
本　

初
子

灰
岡　

裕
美

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

湯
の
神
を
祀
る
祠
や
梅
真
白

橋
替
へ
の
杭
に
渦
巻
く
春
の
潮　

愛
犬
の
老
ひ
し
鼾
や
春
浅
し

水
温
む
祖
母
偲
ぶ
我
が
生
ま
れ
し
日

起
重
機
の
手
持
ち
ぶ
さ
た
か
春
麗
ら

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

　

ま
た
、
契
約
前
に
は
、
梱
包
用
段

ボ
ー
ル
を
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
契
約
し
な
か
っ
た
場
合
、

返
送
や
代
金
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

約
款
や
見
積
書
に
は
、
解
約
料
の

発
生
時
期
や
、
荷
物
の
紛
失
・
破
損
、

遅
れ
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
も
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
読

み
ま
し
ょ
う
。

　

荷
物
な
ど
に
傷
が
付
い
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
事
業
者
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
引
っ
越
し
完
了
後
は
、

荷
物
の
個
数
や
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

標
準
引
越
運
送
約
款
で
は
、
荷
物

を
引
き
渡
さ
れ
た
日
か
ら
３
ヶ
月
以

内
に
連
絡
し
な
い
と
、
事
業
者
の
責

任
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
相
談
】

　

初
め
て
引
越
し
し
ま
す
。
ど
ん
な

点
に
注
意
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

【
処
理
】

　

複
数
の
事
業
者
に
見
積
も
り
を
依

頼
す
る
こ
と
。
契
約
先
を
決
め
て
い

な
い
段
階
で
は
、
梱
包
用
段
ボ
ー
ル

を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
。
約
款
は

し
っ
か
り
読
む
こ
と
。
引
っ
越
し
が

終
了
し
た
ら
、
す
ぐ
に
荷
物
の
確
認

を
す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

見
積
も
り
を
複
数
の
事
業
者
に
依

頼
し
、
価
格
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス

内
容
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

（
３
月
句
会
）

げ
ん 

と
う

ふ
き

つ

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 128

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

引っ越しサービスに
関するトラブルを防ぐ
引っ越しサービスに
関するトラブルを防ぐ

泥
棒
は
狙
っ
て
い
ま
す
！！

　
　（
外
出
時
、
家
の
鍵
は
？
）

　

皆
さ
ん
、
出
掛
け
る
時
に
家
の
鍵
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

郵
便
ポ
ス
ト
、
植
木
鉢
の
下
、
牛
乳
箱

な
ど
に
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

店
の
倉
庫
の
中
に
掛
け
て
い
た
り
、
倉

庫
の
中
の
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
に
入
れ
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

泥
棒
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
置
き
鍵
を

利
用
し
て
侵
入
す
る
泥
棒
も
い
ま
す
。

　
「
鍵
を
持
ち
歩
く
の
は
面
倒
だ
か
ら
」、

「
無
く
し
そ
う
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、

鍵
を
自
宅
の
玄
関
先
な
ど
に
隠
し
て
い
る

と
、
泥
棒
の
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

出
掛
け
る
時
に
は
、
必
ず
戸
締
り
を
確

認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
で
鍵
を
持
っ
て
外

出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は3月31日㈭です。

1・2月分
3月分
9期分
9期分
9期分

・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

問　税務課（　
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和
木
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

※物件は現状有姿での引き渡しとなります。一部、地役権が設定されています。

貸
付
要
件

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

貸
付
金
額

※
い
ず
れ
も
１
人
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　

国
公
立　
　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

　

私　

立　
　

４
２
，
０
０
０
円
以
内

●
高
校
生

　

国
公
立　
　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

　

私　

立　
　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　

国
公
私
立　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
専
修
学
校

　

専
門
課
程　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

　

高
等
課
程　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

提
出
書
類

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書　
　

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書　
　
　
　
　

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
長
〉

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
高
校
・
高
等
専
門
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
・
高
等
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
専
修
学
校
長
〉

　

大
学
（
短
大
）
1
年
生

〈
出
身
高
等
学
校
長
〉

　

大
学
2
年
生
以
上
〈
在
学
大
学（
校
）長
〉

貸
付
の
可
否
に
つ
い
て

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
6
月
下
旬
頃
に

決
定
し
ま
す
。
貸
付
が
決
定
さ
れ
た
人
は
、

誓
約
書
お
よ
び
左
記
の
証
明
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に
書
類

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の

と
見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
者
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）
…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
…
…

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
納

税
証
明
書

※
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
は
、

本
町
に
２
年
以
上
居
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
む
人
で
、
町
民
税
又
は
固
定
資
産
税

を
納
付
し
た
人
と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
は
連
帯
保
証

人
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
御
本
人
（
奨
学
生
）
名
義
の
口
座
振
替

申
出
書

貸
付
に
つ
い
て

　

毎
月
5
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合

は
前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。
な
お
、
初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月

分
か
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は

在
学
さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
5
月
13
日
㈮
必
着

申
・
問
　
教
育
委
員
会
（
文
化
会
館
1
階
）

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　一般競争入札により、公社保有地を売却します。
　和木町土地開発公社が定めた予定価格（最低売却価格）以上で、最も高い価格で入札した方を落札者として決
定します。多数の入札参加をお待ちしております。
　物件の詳細、入札手続きにつきましては「和木町ホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）」をご覧ください。
【入札物件】

【入札にあたって付す条件】
　落札した場合、所有権移転後１年以内に住居専用住宅の
建築に着工し、2年以内に居住することが条件となります。
【入札参加申込受付期間等】
　受付期間　3月 7日（月）～ 4月 7日（木）　※土・日、祝日を除く 9時～ 16時
　受付場所　役場３階　和木町土地開発公社事務局
　　　　　　※申込みに必要な書類等は「和木町ホームページ」でご確認いただくか、「和木町土地開発公社
　　　　　　　事務局」にお問い合わせください。
【入札日時及び場所】   入札日 4 月 21 日（木）　　入札場所 役場３階　大会議室　　　入札時間 10 時～
資料請求・問　〒740-8501　山口県玖珂郡和木町和木 1丁目 1番 1号
　　        　　　　　　　　　都市建設課内　和木町土地開発公社事務局（☎52－2197）

和木町土地開発公社保有地を売却します
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男　3,185人
（－8）

女　3,273人
（－4）

平成28年2月1日現在
総人口　6,458人

世帯数　2,772世帯

和木町の面積　10.58km
（　）内は前月比

（－12）

（－7）

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
の

相
談
会
・
検
査
等
予
定

　
い
ず
れ
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

予
約
電
話
番
号
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
所
：
岩
国
市
三
笠
町
1-

1-

1
）

ストレス相談 13：30～15：30 ☎29－1525

☎29－1523

☎29－1519

☎29－1525

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～16：00

３月15日（火）
※毎月第３火曜日
３月８日（火）
※毎月第２火曜日 受付　9：00～11：00

３月22日（火）
※毎月第４火曜日

３月  8日（火）
　　22日（火）
※毎月第２・4火曜日
３月23日（水）

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

骨髄バンク登録

Ｂ・Ｃ型肝炎検査

エイズ検査

ひきこもり家族の会

内　容 実施日 時　　間 予約電話番号

3月27日㈰～10月29日㈯

岩国 羽田
7：35
9：25
14：20
16：20
19：40

9：10
11：00
15：55
17：55
21：15

➡ 羽田 岩国
6：55
8：40
12：05
16：50
20：05

8：35
10：20
13：45
18：30
21：45

➡
岩国⇔東京（羽田）便 ※毎日運航（一日5往復）

岩国 那覇
11：00 13：00

➡ 那覇 岩国
13：45 15：35

➡
岩国⇔沖縄（那覇）便 ※毎日運航（一日１往復）

運 行 ダ イ ヤ

沖縄（那覇）線の新規就航及び東京（羽田）線の増便決定！
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